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当
協
会
は
３
月
24
日
、福
島
市
の
協
会
大
会
議
室
で
令

和
３
年
度
第
４
回
理
事
会
＝
写
真
＝
を
開
き
、令
和
４
年

度
事
業
計
画
を
協
議
決
定
し
た
。令
和
４
年
度
は
新
規
で

県
土
木
部
と
の
意
見
交
換
会
な
ど
を
検
討
。労
働
災
害
防

止
対
策
に
も
力
を
入
れ
る
。イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
支
援
事

業
は
新
た
に
県
立
福
島
工
業
高
校
、県
立
平
工
業
高
校
で

行
う
。第
72
回
定
時
総
会
は
５
月
25
日
に
開
く
予
定
。

大 槻 博 太
（一社）福島県電設業協会

E-mail : info@fukudensetsukyo.or.jp

４年度事業計画

候
補
者
数
、
柔
軟
な
運
用
を

候
補
者
数
、
柔
軟
な
運
用
を

理
事
会
で
決
定

労
災
防
止
対
策
に
注
力

県
土
木
部
と
意
見
交
換
検
討

県
土
木
部
と
意
見
交
換
検
討

県
建
設
産
業
団
体
連
合
会

は
１
月
24
日
、福
島
市
の
県

建
設
セ
ン
タ
ー
で「
適
正
な

建
設
生
産
シ
ス
テ
ム
構
築
並

び
に
担
い
手
確
保
に
向
け
て

の
懇
談
会
」を
開
き
、当
協
会

な
ど
加
盟
８
団
体
を
対
象
に

行
っ
た「
建
設
生
産
シ
ス
テ

ム
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」の
結
果
を
示
し
、各
団
体

が
意
見
を
交
わ
し
た
。

令
和
３
年
度
に
新
卒
者
の

採
用
計
画
が
あ
っ
た
会
員
企

業
等
の
新
規
採
用
率
は
48
・

６
％
で
、前
年
度
調
査
と
比

べ
10
・
７
㌽
上
昇
。令
和
元
年

度
調
査
と
の
比
較
で
も
14
・

６
％
ア
ッ
プ
と
改
善
し
て
い

る
が
、従
業
員
の
充
足
率
は

３
年
連
続
で
20
％
台
後
半
に

と
ど
ま
っ
て
お
り
、技
術
・
技

能
者
確
保
の
厳
し
い
現
状
が

報
告
さ
れ
た
。

休
日
は
全
体
的
に
増
加
傾

向
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、業

種
に
よ
っ
て
は
依
然「
４
週

４
休
」の
比
率
が
高
く
、各
団

体
か
ら
週
休
２
日
の
実
現
を

目
指
す
上
で
、時
間
外
労
働

時
間
の
削
減
や
労
務
単
価
の

ア
ッ
プ
、適
正
工
期
の
確
保

な
ど
課
題
の
改
善

を
求
め
る
声
が
相

次
い
だ
。
当
協
会

か
ら
永
井
博
副
会

長
が
出
席
し
た
。

懇
談
会
は
令
和

元
年
度
か
ら
毎

年
、
各
団
体
の
会

員
に
①
４
週
当
た

り
の
定
休
日
②
休

暇
制
度
③
賃
金
状

況
④
従
業
員
の
充

足
状
況
⑤
新
卒
者

の
採
用
状
況
⑥
下

請
工
事
に
お
け
る

法
定
福
利
費
の
支

払
い
状
況
―
を
尋
ね
、適
正

な
建
設
生
産
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
向
け
た
材
料
と
し
て
い

る
。３
年
度
は
計
７
０
５
社

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
発
送
し
、

５
２
８
社
か
ら
回
答
を
得

た
。回
答
率
74
・
９
％
。

　

３
年
度
調
査
で
、当
協
会

は
会
員
50
社
中
39
社
が
回
答

し
た
。４
週
当
た
り
の
定
休

日
は「
４
週
６
休
」が
現
場
、

店
社
と
も
20
社
と
最
も
多

く
、「
４
週
８
休
」は
現
場
13

社
、店
社
11
社
、「
４
週
７
休
」

が
現
場
４
社
、
店
社
５
社
、

「
４
週
５
休
」が
現
場
５
社
、

店
社
１
社
だ
っ
た
。「
４
週
４

休
」は
令
和
元
年
度
調
査
で

現
場
５
社
、
２
年
度
調
査
で

同
１
社
あ
っ
た
が
、今
回
初

め
て
ゼ
ロ
と
な
っ
た
。

新
卒
者
は
24
社
が
計
47
人

の
採
用
を
計
画
。採
用
で
き

た
の
は
17
社（
70
・
８
％
）、37

人（
78
・
７
％
）
と
新
規
採
用

率
は
他
業
種
と
比
べ
高
か
っ

た
。従
業
員
の
充
足
状
況
は

「
充
足
」９
社
、「
不
足
気
味
」

20
社
、「
不
足
」９
社
。不
足
職

種
は
電
工（
不
足
人
数
51

人
）、現
場
管
理
者（
15
人
）と

技
術
職
の
不
足
傾
向
が
見
て

取
れ
た
。

従
業
員
の
給
与
形
態
は

（
混
在
す
る
場
合
は
比
率
が

高
い
形
態
を
回
答
）は「
月
給

制
」28
社
、「
日
給
月
給
制
」11

社
。有
給
休
暇
制
度
は
全
社

が
設
定
。年
間
休
日
カ
レ
ン

ダ
ー
は
２
社
が
設
け
て
い
な

か
っ
た
。

法
定
福
利
費
の
支
払
い
状

況
は「
標
準
見
積
も
り
通
り
」

が
21
社
、「
お
お
む
ね
標
準
見

積
も
り
通
り
」が
４
社
と
６

割
以
上
を
占
め
た
も
の
の
、

「
標
準
見
積
も
り
通
り
に
支

払
っ
て
く
れ
る
企
業
と
そ
う

で
な
い
企
業
が
あ
る
」が
13

社
、「
標
準
見
積
も
り
通
り
支

払
わ
れ
た
こ
と
が
な
い
」が

１
社
あ
っ
た
。

意
見
交
換
で
は
新
卒
者
の

採
用
率
や
従
業
員
の
充
足
率

が
改
善
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、技
術
職
、技
能
職
を
中
心

に
依
然
不
足
し
て
い
る
現
状

が
示
さ
れ
た
。週
休
２
日
の

導
入
に
つ
い
て
は「
時
間
外

労
働
も
増
加
す
る
。残
業
削

減
と
並
行
し
て
進
め
て
ほ
し

い
」「
日
給
月
給
制
の
職
人
は

当
然
収
入
が
減
る
。労
務
単

価
の
２
割
ア
ッ
プ
が
必
要
」

「
工
期
、賃
金
の
確
保
と
合
わ

せ
て
生
産
性
を
向
上
さ
せ
な

け
れ
ば
」と
休
日
増
加
に
伴

う
課
題
が
出
さ
れ
た
。

「
専
門
工
事
業
の
休
日
確

保
は
現
場（
元
請
）次
第
」「
週

休
２
日
を
推
進
す
る
に
は
休

日
を
土
・
日
曜
日
に
限
定
す

る
考
え
を
変
え
な
け
れ
ば
」

「
４
週
８
休
、時
間
外
労
働
の

年
間
３
６
０
時
間
以
下
は
全

国
的
な
流
れ
。理
想
と
現
実

の
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
て
い
る

が
、追
い
つ
か
な
い
と
い
け

な
い
」「
民
間
工
事
で
は
現
場

の
職
人
に
し
わ
寄
せ
が
く

る
」な
ど
の
声
も
あ
っ
た
。

「
総
務
」「
技
術
・
安
全
」「
広

報
」の
各
委
員
会
が
中
心
と

な
り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
状
況
等
を

判
断
し
な
が
ら
事
業
を
実
施

す
る
。

総
務
委
員
会
は
行
政
機
関

に
対
す
る
発
注
の
平
準
化
、

分
離
発
注
、地
元
企
業
活
用

の
要
望
活
動
な
ど
を
行
う
ほ

か
、働
き
方
改
革
や
生
産
性

向
上
な
ど
事
業
環
境
の
変
化

に
対
応
す
る
た
め
、県
土
木

部
と
の
意
見
交
換
会
開
催
を

検
討
す
る
。建
設
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
普
及
に

向
け
た
活
動
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事

業
継
続
計
画
）策
定
な
ど
に

も
取
り
組
む
。県
入
札
制
度

等
監
視
委
員
会
へ
の
意
見
提

出
に
向
け
て
、入
札
制
度
に

対
す
る
会
員
の
意
見
・
要
望

等
の
検
討
会
を
開
催
す
る
。

技
術
・
安
全
委
員
会
は
、県

内
の
労
働
災
害
増
加
傾
向
を

踏
ま
え
、労
災
防
止
対
策
を

強
化
。県
総
合
設
備
協
会
と

合
同
で
行
っ
て
い
た
安
全
大

会
に
加
え
、会
員
施
工
現
場

の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
計
画

す
る
。建
設
業
労
働
災
害
防

止
協
会
講
師
な
ど
専
門
家
に

同
行
し
て
も
ら
い
、事
故
防

止
対
策
等
に
つ
い
て
具
体
的

な
指
導
を
受
け
る
形
式
を
想

定
し
て
い
る
。

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
テ
ー

マ
と
し
た
関
係
団
体
等
と
の

合
同
技
術
研
修
会（
仮
称
）や

県
出
先
機
関
営
繕
担
当
者
と

の
懇
談
会
の
開
催
を
検
討
す

る
。現
場
研
修
会
は
県
立
こ

こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）を
候
補
に
実
施
を
調
整
。

継
続
教
育
事
業
は
建
設
業
振

興
基
金
Ｃ
Ｐ
Ｄ
制
度
の
活
用

を
本
格
化
さ
せ
る
。Ｍ
ａ
ｓ

ｔ
ｅ
ｒ
制
度
勉
強
会
は
、
１

級
電
気
工
事
施
工
管
理
技
術

検
定
試
験
対
策
講
習
を
行
う

と
と
も
に
、
１
級
電
気
通
信

工
事
施
工
管
理
技
士
の
取
得

に
向
け
た
講
習
の
開
設
を
検

討
す
る
。

広
報
委
員
会
は
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
支
援
事
業
の
実

施
・
拡
充
を
図
る
。令
和
３
年

度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
等
に
よ
り
中

止
し
た
学
校
が
あ
り
、
６
校

で
行
っ
た
。新
規
の
福
島
工

業
高
校
は
７
月
、平
工
業
高

校
は
冬
休
み
の
実
施
を
予

定
。こ
の
ほ
か
の
学
校
も
継

続
実
施
を
目
指
す
。

　

３
年
度
開
催
で
き
な
か
っ

た「
電
気
屋
さ
ん
の
女
性

ト
ー
ク
サ
ロ
ン
」に
つ
い
て

対
面
方
式
で
の
開
催
を
予
定

し
て
い
る
。

理
事
会
で
は
４
年
度
事
業

計
画
案
の
ほ
か
、収
支
予
算

案
も
協
議
し
た
。こ
の
ほ
か

出
席
者
か
ら
、今
後
計
画
が

具
体
化
さ
れ
る
国
際
教
育
研

究
拠
点
整
備
で
の
地
元
活
用

を
求
め
る
要
望
活
動
の
実
施

が
提
案
さ
れ
た
。定
時
総
会

は
通
常
開
催
を
予
定
し
て
い

る
。

理
事
、監
事
16
人
が
出
席

し
た
。大
槻
博
太
会
長
が「
地

震
の
影
響
や
原
油
高
に
伴
う

資
材
高
騰
、民
間
工
事
計
画

の
休
止
・
延
期
等
に
よ
り
厳

し
い
一
年
と
な
る
か
も
し
れ

な
い
が
、社
会
イ
ン
フ
ラ
を

再
整
備
す
る
動
き
な
ど
も
予

想
さ
れ
る
。地
震
被
害
等
に

負
け
ず
力
強
く
生
き
て
い
こ

う
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

令
和
４
年
度
も
引
き
続
き

令和３年度
建産連調査

「
４
週
６
休
」
が
最
多

当
協
会

新
規
採
用
率
は
７
割
超

担
い
手
確
保
、週
休
２
日
な
ど
話
し

合
っ
た
懇
談
会
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県
は
、
４
月
１
日
付
の
定

期
人
事
異
動
を
行
っ
た
。土

木
部
の
主
な
幹
部
級
人
事
は

‌〈
左
表
〉�​の
通
り
。

　

部
長
に
曳
地
利
光
道
路
担

当
次
長
、部
長
級
の
県
北
建

設
事
務
所
長
に
長
嶺
勝
広
企

画
技
術
担
当
次
長
が
昇
格
。

次
長
は
企
画
技
術
担
当
に
諏

江
勇
都
市
担
当
次
長
、道
路

担
当
に
青
木
隆
直
い
わ
き
建

設
事
務
所
長
、都
市
担
当
に

服
部
雅
道
部
参
事
が
就
い

た
。部
参
事
に
は
山
田
毅
会

津
若
松
建
設
事
務
所
長
が

回
っ
た
。

　

県
北
以
外
の
出
先
事
務
所

長
は
、次
長
級
の
会
津
若
松

建
設
所
長
に
矢
澤
敏
幸
土
木

企
画
課
長
、
い
わ
き
建
設
所

長
に
吉
田
伸
明
道
路
計
画
課

長
が
昇
格
し
た
。

　

喜
多
方
建
設
所
長
は
佐
藤

研
一
建
設
産
業
室
長
、相
双

建
設
所
長
に
小
池
敏
哉
技
術

管
理
課
長
、特
設
の
相
馬
港

湾
建
設
所
長
に
秋
山
嘉
文
砂

防
課
主
幹
兼
副
課
長
、県
中

流
域
下
水
道
建
設
所
長
に
福

地
敏
弘
県
北
建
設
主
幹
兼
企

画
管
理
部
専
門
技
術
管
理
員

が
就
い
た
。

　

本
庁
組
織
は
20
課
・
室
長

の
う
ち
14
人
が
交
代
し
た
。

　

当
協
会
は
５
月
27
～
29

日
、郡
山
市
の
県
南
電
気
工

事
協
同
組
合
で
１
級
電
気
工

事
施
工
管
理
技
術
検
定
試
験

（
第
１
次
検
定
）受
験
準
備
講

習
会
を
開
く
。６
月
12
日
の

本
試
験
に
向
け
て
、受
験
生

そ
れ
ぞ
れ
の
弱
点
克
服
と
実

践
力
の
向
上
を
図
る
。講
師

は
鷲
眼
智
春
イ
ー
ハ
ー
ド
プ

ラ
ン
代
表
。

　

建
設
系
資
格
取
得
試
験
の

合
格
率
は
、一
般
的
に
初
回

受
験
が
最
も
高
く
、受
験
回

数
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
低
く

な
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、協

会
事
務
局
で
は「
今
回
の
受

験
で
資
格
を
絶
対
取
る
と
い

う
決
心
」で
短
期
集
中
型
の

学
習
、必
須
範
囲
の
繰
り
返

し
学
習
を
呼
び
掛
け
て
い

る
。

　

講
習
会
は
１
級
電
気
工
事

施
工
管
理
技
士
試
験
対
策
と

し
て
毎
年
開
い
て
い
る
。専

門
知
識
と
経
験
を
必
要
と
す

る
電
気
工
事
業
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
を
育
て
る
社
会
的
役

割
を
果
た
す
観
点
か
ら
、員

外
企
業
の
技
術
者
の
参
加
も

募
り
、資
格
取
得
者
を
増
や

し
県
内
電
設
業
全
体
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い

る
。

　

申
し
込
み
は
４
月
末
ま
で

受
け
付
け
る
が
、
テ
キ
ス
ト

「
１
級
電
気
工
事
施
工
管
理

技
術
検
定
試
験　

過
去
問
題

集
２
０
２
２
年
版（
電
気
書

院
発
刊
）」は
自
身
で
準
備
す

る
。受
講
料（
消
費
税
込
）は

会
員
１
万
５
０
０
０
円
、一

般
２
万
１
０
０
０
円
。申
込

先
・
問
い
合
わ
せ
は
協
会
事

気
工
事
、い
わ
き
電
気
工
業
、

ク
レ
ハ
電
機
、
ジ
ェ
イ
・
ケ

イ
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム
、宮
野
電

気
興
業
、嵐
電
気
工
事
、岩
電

機
工
事
）が
協
力
し
た
。

　

小
高
産
業
技
術
高
校
の
電

気
科
２
年
生
９
人
は
同
12
月

７
～
９
日
、相
双
支
部
４
社

（
旭
電
設
工
業
、早
川
電
気
工

業
、
旭
電
気
工
事
、
光
洋
電

　

当
協
会
は
令
和
３
年
度
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
支
援
事

業
を
県
内
６
高
校
・
専
門
校

で
行
い
、計
83
人
の
生
徒
を

受
け
入
れ
た
。会
員
延
べ
28

社
が
協
力
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、勿
来
高
校
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
令
和

３
年
11
月
16
～
18
日
に
行
わ

れ
、電
気
科
２
年
生
39
人
が

実
習
し
た
。い
わ
き
支
部
10

社（
常
盤
電
設
産
業
、大
和
電

設
工
業
、植
田
電
機
、三
浦
電

務
局
☎
０
２
４（
５
３
３
）６

２
２
６
、
Ｆ
Ａ
Ｘ（
５
３
３
）

６
２
３
５
ま
で
。

設
）で
就
業
体
験
に
臨
み
、Ｃ

Ａ
Ｄ
実
習
や
現
場
見
学
等
を

行
っ
た
。

　

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津

は
同
11
月
９
～
11
日
に
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
い
、電

気
配
管
設
備
科
１
年
生
７
人

が
参
加
。会
津
支
部
３
社（
会

津
電
気
工
事
、目
黒
工
業
商

会
、佐
藤
電
設
）の
指
導
で
電

設
業
の
仕
事
を
学
習
し
た
。

□県土木部の主な幹部人事（新任分）　　　　　　　

部長級 ※カッコ内は前職

▼ 部長 曳地　利光 (次長・道路)

▼ 県北建設事務所長 長嶺　勝広 (次長・企画技術)

次長級

▼ 政策監 増田　聡 (農林水産部政策監)

▼ 次長（企画技術） 諏江　勇 (次長・都市)

▼ 次長（道路） 青木　隆直 (いわき建設事務所長)

▼ 次長（都市） 服部　雅道 (部参事)

▼ 会津若松建設事務所長 矢澤　敏幸 (土木企画課長兼避難地域復
興局土木企画担当課長)

▼ いわき建設事務所長 吉田　伸明 (道路計画課長)

▼ 部参事 山田　毅 (会津若松建設事務所長)

本庁課・室長

▼ 土木企画課長兼避難地域
復興局土木企画担当課長

芳賀　英幸 (道路管理課長)

▼ 技術管理課長 野地　重和 (土木総務課主幹・喜多方市
派遣)

▼ 建設産業室長 星　　男 (技術管理課主幹)

出先所長・課長級

▼ 喜多方建設事務所長 佐藤　研一 (建設産業室長)

▼ 相双建設事務所長 小池　敏哉 (技術管理課長)

▼ 相馬港湾建設事務所長 秋山　嘉文 (砂防課主幹兼副課長)

▼ 県中流域下水道建設事務
所長

福地　敏弘 (県北建設事務所主幹兼企画
管理部専門技術管理員)

短期集中学習で合格を短期集中学習で合格を
１級電気工事施工管理技士

５月27～29日 １次検定準備講習会

６
校
83
人
を
受
け
入
れ

令

和

３

年

度

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ　

会
員
延
べ
28
社
協
力

（
上
か
ら
）勿
来
工
業
、小
高
産
業
技
術
、
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津
の
実
習

協会のうごき協会のうごき

【12月】
　7～9日 •県立小高産業技術高校インターンシップ
　8日 •相双支部分離発注に係る県出先機関・町村訪問
　13日 •いわき支部分離発注に係る県出先機関・町村訪問
　20日 •原油価格高騰に係る緊急要望活動（県庁）
　22日 •東北地方整備局郡山国道事務所との意見交換会（郡

山国道事務所）
【１月】
　7日 •正副会長会議及び新年挨拶まわり（県庁、東北地方

整備局福島河川国道事務所）
　18日 •会計事務所監査（協会）
　20日 •日電工東北支部工期の基準講習会（オンライン）
　24日 •適正な建設生産システム構築並びに担い手確保に向

けての懇談会（県建設センター）
　26日 •副会長監査（協会）
　31日 •厚生労働省令和４年度人材確保等支援助成金説明会

（オンライン）
【２月】
　21日 •地域に生きる建設企業経営講座(オンライン）
　24日 •建産連令和3年度第3回参与会（県建設センター）
　25日 •建災防「労働災害防止に係る安全講習会」（オンラ

イン）
【３月】
　10日 •「駅周辺の一体化を図るまちづくり促進のための工

夫」講演会（エルティ）
　11日 •循環型社会推進センター令和3年度第3回役員会（県

建設センター）
•建産連第36回理事会（県建設センター）
•東日本大震災追悼復興祈念式（とうほう・みんなの

文化センター）
　19日 •第70回自由民主党福島県支部連合会定期大会（エル

ティ）
　24日 •正副会長・総務委員会合同会議並びに各委員会及び

令和3年度第4回理事会（協会）
　29日 •令和3年度福島県地域型復興住宅推進協議会会議（杉

妻会館）
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新住所　〒963-8071　　　　　　　　　　　　　　　　
郡山市富久山町久保田字伊賀河原34 HDビル 伊賀河原2階

TEL（024）900-9002 FAX（024）900-9001
岩崎電気株式会社 http://www.iwasaki.co.jp

―賛助会員募集－
　（一社）福島県電設業協会は、顧客に高性能・高品質・

高効率な設備のトータルシステムを適正価格で提供する

ことで新しいニーズを掘り起こします。

【賛助会員の特典】
　　・機関紙をはじめ各種広報資料をお送りします

　　・毎年発行する「会員名簿」に社名を記載します

　　・名刺等の肩書きに賛助会員の表示ができます

※詳しくはホームページをご覧ください

充実した実習、就職生かす
勿来工業高校　平林　彩翔

　今回は貴重な時間を割いて、インターンシップに参加

させていただき、ありがとうございました。

　1日目の午前中は設計および積算の仕事をさせていた

だきました。ＣＡＤを使って設計図作成の体験をしまし

た。学校の製図で行ったＣＡＤが役に立ってとても貴重

な体験ができたと思います。

　午後からは防犯機器説明、警備事業部基地の見学をさ

せていただきました。警備部門の方々がどんな仕事をし

ているのかを知ることができました。いろいろな会社の

方々の警備を行っていて、警備中に怪しいものを感知し

た時に警備員の方がすばやく駆けつけられる態勢がとら

れていて、素晴らしい対応力だなと感じました。

　2日目はクリナップへお邪魔して消防点検の体験をし

ました。行った内容としては消火器、屋内・屋外消火栓、

火災報知器、非常電源の点検をしました。よく学校など

で見る火災報知器の点検で使っている棒をさわって点検

体験ができ貴重な体験ができました。

　最終日には実際に現場に行って、電気工事でどのよう

なことをしているのかを見学しに行きました。弱電気の

配線などをやっていて、回路がとても複雑で難しそうで

した。火災報知器やブザー、スピーカーの配線などを行っ

ていて、身近な物をたくさん取り扱っているのだなと知

ることができました。

　この3日間を通して、就職を考えるならば3日間体験さ

せていただいた事を活かしていきたいと思っています。

あいさつや礼儀、仕事への取り組み方などが知ることが

できました。いろいろなことを知れた充実した3日間で

した。

　最後になりますが、担当してくれた社員のみなさん、

専務の方々、3日間本当にありがとうございました。

仕事の大変・大切さ知る
勿来工業高校　中村　晴貴

　3日間のインターンシップを通して、仕事の大変さを

知ることができました。

　1日目は設計図から使用している器具の個数を記録し

たり、ＣＡＤを用いて設計図を作成したりしました。初

日ということで緊張しましたが、学校の話などしてもら

い、話しているうちに少しは緊張しなくなりました。ま

た積算体験の際にアウトレットボックスはどれか石田さ

んに聞いたら優しく教えていただきました。時間内に終

われなかったが、学校でもやるようなＣＡＤがここで活

きてくることを知ったので、コンピューター関係やＣＡ

Ｄは苦手ですが、少しでもできるようにしたいと思いま

した。

　2日目は、1日目の午後にやった防犯機器の説明を基に

松本さんと消防点検をしました。消防点検は蓄電池、火

災報知器、消火栓の3つを手分けして行いました。火災

報知器を点検したとき、高い所にある火災報知器は最大

限に伸ばさないといけないので、腕がきつかったです。

また、消火栓の点検では工場内にある消火栓の全てを点

検しないといけなかったので、とても手間がかかること

をやらないといけないと分かりました。そのおかげで、

もし火災が起こったときの被害を小さくできていると知

り、大変だがとても大切な仕事なのだと理解しました。

　3日目は現場見学をしました。どの現場もいろいろな

事業所と協力して完成させていくことを知り、繋がりを

大切にしたいと思いました。

　3日間を通してジェイ・ケイ・リアルタイムさんには

とても優しく接していただき、ありがとうございました。

朝のラジオ体操はとても気持ち良かったです。今回イン

ターンシップをして就職活動に活かせるようなことをた

くさん見つけることができました。次こそは就職とい

う大きな壁を突破できるように勉強をしっかり頑張りま

す。今回はありがとうございました。

将来は電気関係の仕事に
小高産業技術高校　杉本　瑠希哉

　このたびはお忙しい中、私たちのインターンシップの

ためにお心遣いいただき、ありがとうございました。3

日間というとても短い時間でしたが、その中で最も印象

に残ったことは職場の雰囲気です。

　初日からとても緊張していて不安でいっぱいでした

が、会社の方々一人ひとりがとてもやさしく接してくだ

さったおかげで緊張がほぐれ、話や質問などを積極的に

行うことができ、思っていた以上に安心して活動するこ

とができました。そして3日目の退勤時間には少し悲し

い気持ちになったのを今でも覚えています。それほど御

社はやさしくとても温かい職場だと思いました。

　インターンシップを通して、より電気関係の仕事に就

きたいという気持ちが強まりました。高校卒業後は進学

を考えており、就職するのはまだまだ先のことですが、

この経験を多くの場で活かし、今の目標である皆様方に

近づくため精一杯努力し、また会う機会がありましたら

生徒としてではなく成長した自分の姿を見せたいと思い

ます。お忙しい中、3日間ありがとうございました。

体験で就職意欲強まる
小高産業技術高校　白椛　拓馬

　このたびのインターンシップでは、大変お世話になり

ました。私は将来、電気工事関係の仕事に就きたいと考

えていました。今回の体験は私の進路希望に合っており、

大変参考になりました。

　実技演習の作業では学校でも学習しましたが、現場で

実際に体験してみると、もっと効率のやり方や初めて見

た工具などがあり、とても勉強になりました。インター

ンシップは中学校でも職場体験という形で行っていまし

たが、今回は将来の進路を考えた活動だったので大変参

考になりました。

　今回のインターンシップで最も心に残ったことは3日

目に行ったＣＡＤによる電気施工図面の作成です。ＣＡ

Ｄは学校では体験できなかった事なのでとても勉強にな

りました。

　この体験を通して電気工事関係の仕事に就きたいとい

う気持ちがさらに強くなりました。お忙しい中、3日間

対応していただき本当にありがとうございました。

学校で学べない知識得る
テクノアカデミー会津　小椋　零馬

　今回のインターンシップで実際に現場に行き、作業と

見学をしていたが、電気工事の現場での流れや現場でし

か見れない作業風景が見れたのでとても良かったと思

う。現場で気になったことやその職業のことなどを詳し

く聞くことができたので、学校では学べない知識や情報

が得られてよかったと思う。

　現場でしか体験できないことや高所作業車等の特別な

車への乗車体験をしてみて、電気工事への興味がわき、

そのためにもっと資格勉強を頑張ろうという意欲もわい

たので、このインターンシップはとても良い経験と今後

職業を選ぶ上での参考になったと思う。

　今後の職業選択にこの経験を役立てて、選んだ会社で

しっかりと仕事をこなしていけるように頑張ろうと思

う。そして、もっと電気工事の仕事に従事する人が増え

てくれればいいなと思う。

電気工事へ興味深める
テクノアカデミー会津　木村　友紀

　私は今回のインターンシップで、会津電気工事に3日

間、職場体験させてもらいました。その中で、電気工事

士の仕事について分かった事がたくさんありました。

　私は電気工事士の仕事は電線の接続や電気系の作業を

し技術力を高めていく仕事だと思っていました。ですが、

この3日間、会津電気工事に職場体験をし、電気工事士

は作業だけでなく現場の計画を立てたり、その現場に使

う資材の見積もりを考えたり、現場の撮影をし報告書を

作ったりなど、何でもできる人たちだと思いました。私

はより電気工事士に興味を持ちました。

　私は来年で2年生になり就職を考えなければなりませ

ん。このインターンシップでの経験を生かし、社会で必

要とされる電気工事士になれるように毎日を充実させた

いと思っています。

インターンシップ感想文インターンシップ感想文勿来工業高校、小高産業技術
高校、テクノアカデミー会津

実習先＝㈱ジェイ・ケイ・リアルタイム
　　　　早川電気工業㈱、㈱会津電気工事
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戦
争
が
起
き
て
い
る
。

　

毎
日
、多
く
の
命
が
失
わ

れ
て
い
る
。他
人
事
で
は
な

い
、今
ま
さ
に
こ
の
非
人
道

的
な
戦
争
は
世
界
に
広
が
ろ

う
と
し
て
い
る
。そ
し
て
昨

年
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
っ
て
、
そ
し
て
今
年
の
３

月
は
東
日
本
大
震
災
規
と
同

じ
よ
う
な
規
模
の
地
震
が
東

北
地
方
を
中
心
に
発
生
し
て

い
る
。

　

思
う
と
こ
こ
数
年
、
こ
れ

ほ
ど「
命
」に
つ
い
て
考
え
た

こ
と
は
な
か
っ
た
。ど
う
行

動
す
べ
き
か
、
な
に
か
出
来

る
こ
と
は
な
い
の
か
、
い
ま

す
べ
き
こ
と
は
、自
分
の
こ

と
、
家
族
・
友
人
の
こ
と
、
地

域
の
こ
と
日
本
そ
し
て
世
界

の
こ
と
。こ
れ
ほ
ど
生
き
る

こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。

　

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
必

要
が
な
い
こ
と
が
、
も
し
か

す
る
と「
平
和
」な
の
か
も
し

れ
な
い
が
、
こ
の
考
え
る
機

会
は
人
生
に
お
い
て
と
て
も

重
要
な
こ
と
の
よ
う
に
感
じ

て
い
る
。

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
携
わ
る

我
々
の
仕
事
も
、
そ
の
名
の

通
り
生
き
る
こ
と
に
直
結
し

て
い
る
。今
一
度
、仕
事
を
通

し
て
も「
命
」の
関
わ
り
を
考

え
て
み
よ
う
と
思
う（
㈱
萩

生
田
電
設
・
萩
生
田
学
）。

　

先
日
当
社
研
修
棟
に
お
い

て
、高
校
生
向
け
体
験
学
習

を
行
い
ま
し
た
。定
員
８
名

の
と
こ
ろ
、案
内
日
に
す
ぐ

に
満
席
と
な
り
ま
し
た
。先

生
方
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
も

し
っ
か
り
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
で
す
が
、
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

福
島
県
内
、
ど
こ
の
工
業

高
校
も
定
員
割
れ
や
定
員
を

満
た
し
て
い
て
も
就
職
先
が

電
気
工
事
で
は
な
い
な
ど
、

様
々
な
課
題
に
直
面
し
て
い

ま
す
。業
界
に
入
っ
て
く
る

人
材
も
親
や
親
戚
、近
所
の

人
が
従
事
し
て
い
る
ケ
ー
ス

が
多
く
、震
災
を
境
に
業
界

へ
の
希
望
者
が
年
々
減
っ
て

い
る
状
況
で
す
。

　

２
０
４
５
年
に
は
、全
国

で
受
注
量
に
対
し
約
２
万
５

０
０
０
人
の
技
術
者
が
不
足

す
る
と
い
わ
れ
、
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。高
校
生
に

と
ど
ま
ら
ず
、今
後
中
学
生

や
小
学
生
ま
で
業
界
の
魅
力

を
発
信
す
る
広
報
活
動
は
重

要
だ
と
考
え
、今
後
も
活
動

を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
ず
は
、業
界
の
取
組
に

興
味
を
も
っ
て
も
ら
い
、一

歩
踏
み
入
れ
て
も
ら
う
活
動

が
数
年
後
の
人
材
確
保
に
つ

な
が
っ
て
い
く
の
だ
と
思

い
、
こ
の
電
設
新
聞
を
毎
回

手
に
取
っ
て
く
だ
さ
る
皆
さ

ま
と
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い

け
た
ら
嬉
し
い
な
と
思
い
ま

す
！
（
東
陽
電
気
工
事
㈱
・

石
川
格
子
）。

　

道
端
に
除
雪
さ
れ
た
雪
も

す
っ
か
り
消
え
、福
島
に
も

春
の
訪
れ
を
感
じ
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。３
月
６
日
に

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が

解
除
さ
れ
、徐
々
に
で
す
が

外
出
・
外
食
す
る
機
会
が
増

え
、感
染
予
防
対
策
を
し
な

が
ら
で
す
が
、普
通
の
日
常

を
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

そ
ん
な
矢
先
の
３
月
16
日

に
、
ま
た
震
度
６
強
の
大
き

な
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

昨
年
２
、
３
月
に
発
生
し
た

地
震
か
ら
１
年
後
の
こ
の
大

き
な
地
震
で
、散
乱
し
た
部

屋
の
片
付
け
を
し
な
が
ら
気

が
滅
入
っ
て
し
ま
い
そ
う
で

す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
11
年

が
経
ち
、今
後
も
余
震
が
続

く
だ
ろ
う
と
の
こ
と
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
終
息
が
見
え
な
い
中
、

今
後
も
続
く
余
震
に
心
配
と

不
安
が
つ
き
ま
と
う
状
況
で

す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込

ん
で
き
ま
し
た
。

　

大
相
撲
春
場
所
で
福
島
市

出
身
力
士「
若
隆
景
」が
優
勝

決
定
戦
を
制
し
、見
事
初
優

勝
を
し
ま
し
た
。今
後
も
番

付
上
位
を
目
指
し
、粘
り
強

い
相
撲
で
活
躍
し
て
く
れ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。そ
し
て

福
島
に
元
気
を
届
け
て
く
れ

る
の
を
期
待
し
て
い
ま
す

（
㈱
佐
藤
電
気
商
会
・
佐
藤
卓

立
）。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の

壮
絶
な
戦
い
の
ニ
ュ
ー
ス
に

心
を
痛
め
る
毎
日
だ
。東
日

本
震
災
の
す
ぐ
後
10
年
前
か

ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
キ
エ
フ
出

身
の
民
族
楽
器
奏
者
で
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
女

性
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン「
カ
テ

リ
ー
ナ
」と
家
族
ぐ
る
み
の

付
き
合
い
を
し
て
い
る
。

　

５
年
前
に
一
人
息
子
の

り
ょ
う
ま
君
と
、
キ
エ
フ
か

ら
お
母
さ
ん
の
マ
リ
ア
さ
ん

と
共
に
我
が
家
に
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
し
て
、
い
わ
き
市
を

日
本
の
古
里
の
よ
う
に
思
っ

て
い
る
。カ
テ
リ
ー
ナ
さ
ん

（
子
供
の
頃
）は
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
で
原
発
事
故
に
あ
っ

て
、家
族
で
キ
エ
フ
へ
避
難
。

キ
エ
フ
か
ら
事
故
の
無
い
日

本
に
移
住
し
た
が
、
ま
さ
か

の
福
島
原
発
事
故
に
遭
遇
。

そ
ん
な
経
験
か
ら
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
と
し
て
毎
年
何
度
か

い
わ
き
市
を
訪
れ
て「
鎮
魂

と
平
和
を
願
う
歌
と
演
奏
活

動
」を
続
け
て
い
る
。

　

家
族
み
ん
な
で
毎
日
マ
リ

ア
さ
ん
の
安
否
を
心
配
し
て

い
ま
し
た
が
、
３
月
末
に

ポ
ー
ラ
ン
ド
経
由
で
日
本
に

到
着
し
た
連
絡
が
あ
り
安
心

し
て
い
ま
す
。
21
世
紀
の
こ

の
時
代
に
こ
ん
な
大
戦
争
が

起
き
る
と
は
信
じ
が
た
い
現

実
で
驚
き
の
連
続
で
す
が
、

今
、私
た
ち
に
で
き
る
支
援

を
確
実
に
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平
和
を
願
っ
て
、合
掌（
三
浦

電
気
工
事
㈱
・
三
浦
光
博
）。

　

３
月
16
日
、久
し
ぶ
り
に

仙
台
で
飲
み
会
を
し
ま
し

た
。飲
み
会
と
い
っ
て
も
４

月
に
転
勤
す
る
方
の
送
別
会

で
し
た
。

　

宮
城
県
は
感
染
症
対
策
の

緊
急
特
別
要
請
が
出
さ
れ
て

い
た
た
め
、認
証
店
で
４
人

で
の
開
催
に
し
ま
し
た
。

シ
ー
ル
ド
で
区
切
ら
れ
て
い

る
も
の
の
、隣
は
６
人
だ
し
、

後
ろ
は
個
室
で
し
た
が
７
～

８
人
で
、大
声
で
話
し
し
て

い
る
し
、少
し
不
安
に
な
り

ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
飲
み
会
だ
っ

た
た
め
、
お
酒
が
入
る
に
つ

れ
調
子
付
き
、同
じ
ビ
ル
の

地
下
の
店
で
２
次
会
と
な
り

ま
し
た
。そ
ろ
そ
ろ
帰
ろ
う

と
し
た
と
き
に
は
午
後
11
時

で
し
た
。近
所
の
人
も
い
た

た
め
タ
ク
シ
ー
で
帰
る
こ
と

に
。ウ
ト
ウ
ト
し
て
い
た
そ

の
時
、車
内
に
緊
急
地
震
速

報
が
鳴
り
響
き
ま
し
た
。停

車
し
た
も
の
の
、誰
か
が
ゆ

す
っ
て
い
る
よ
う
な
大
き
な

揺
れ
で
し
た
。

　

家
に
着
き
、我
が
家
と
妻

の
安
否
確
認
を
し
て
、当
社

の
配
電
課
長
に
連
絡
し
た
と

こ
ろ
招
集
が
か
か
っ
た
と
の

こ
と
。相
馬
の
会
社
も
被
害

に
遭
い
ま
し
た
が
、復
旧
工

事
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。相
馬
市
は
被
害
が
大
き

く
、
20
日
ま
で
復
旧
に
か
か

る
と
の
こ
と
。毎
日
声
掛
け

し
安
全
作
業
を
お
願
い
し
て

い
ま
す（
光
洋
電
設
㈱
・
荒

明
）。

　

会
津
地
方
は
例
年
に
な
い

ほ
ど
の
大
雪
で
し
た
が
、

や
っ
と
春
が
き
ま
し
た
。し

か
し
、依
然
コ
ロ
ナ
の
感
染

者
の
高
止
ま
り
が
続
く
な

か
、日
常
の
生
活
に
お
い
て

も「
制
限
の
あ
る
日
常
」を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
な
ど
の
感
染
症
に

か
か
り
に
く
く
す
る
た
め
に

は
免
疫
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る

の
が
効
果
的
だ
そ
う
で
す
。

そ
こ
で
、健
康
経
営
の
一
環

と
し
て
講
師
を
招
い
て
免
疫

力
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い

ま
し
た
。

　

免
疫
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る

に
は
①「
体
温
を
上
げ
る
」。

体
温
が
１
℃
下
が
る
と
免
疫

力
が
30
％
も
低
下
す
る
そ
う

で
す
②「
腸
内
環
境
を
整
え

る
」。免
疫
細
胞
の
７
割
が
腸

内
で
作
ら
れ
る
の
で
、発
酵

食
品
や
食
物
繊
維
な
ど
を
食

べ
て
善
玉
菌
を
増
や
す
と
良

い
そ
う
で
す
。食
物
繊
維
は

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
、

糖
尿
病
、高
血
圧
予
防
に
も

な
り
ま
す
③「
よ
く
笑
う
」。

笑
う
と
Ｎ
Ｋ
細
胞
が
活
性
化

し
免
疫
力
が
向
上
す
る
そ
う

で
す
。そ
れ
と
、脳
の
働
き
も

活
性
化
さ
れ
記
憶
力
が
上
が

り
認
知
症
予
防
に
も
な
り
ま

す
。

　

手
洗
い
、
う
が
い
、
消
毒

と
と
も
に
免
疫
力
を
ア
ッ
プ

さ
せ
、
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い

か
ら
だ
を
作
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う（
㈱
富
士
工
業
商
会
・

中
島
則
弘
）。
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部
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島

支

部

　

３
年
前
の
５
月
の
連
休

に
、小
学
生
の
息
子
が
海
で

釣
り
を
し
て
み
た
い
と
言
う

の
で
、小
名
浜
に
海
釣
り
を

し
に
行
き
ま
し
た
。

　

海
釣
り
と
い
っ
て
も
、堤

防
か
ら
ア
ジ
や
サ
バ
、
イ
ワ

シ
な
ど
の
小
魚
を
釣
る
サ
ビ

キ
釣
り
と
い
う
釣
り
方
で
、

道
具
も
簡
単
に
揃
う
し
子
供

で
も
簡
単
に
釣
れ
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
向
け
の
釣
り
で
す
。釣

り
自
体
も
楽
し
い
の
で
す

が
、釣
っ
た
魚
を
持
ち
帰
り
、

刺
身
や
タ
タ
キ
、
フ
ラ
イ
に

し
て
食
べ
る
の
も
さ
ら
に
楽

し
く
息
子
も
大
喜
び
で
し

た
。

　

そ
の
年
ち
ょ
う
ど
40
歳
に

な
る
私
は
、
な
に
か
新
し
い

事
を
始
め
よ
う
と
思
っ
て
い

た
の
も
手
伝
っ
て
、
す
っ
か

り
釣
り
に
ハ
マ
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。今
で
は
時
間
が
あ

れ
ば
一
人
で
砂
浜
か
ら
ヒ
ラ

メ
を
狙
い
に
行
っ
て
い
ま

す
。

　

日
の
出
前
の
真
っ
暗
な
海

で
、
ル
ア
ー
を
投
げ
て
リ
ー

ル
を
巻
い
て
い
る
と
、辺
り

が
少
し
ず
つ
明
る
く
な
り
水

平
線
か
ら
太
陽
が
昇
っ
て
く

る
。そ
ん
な
最
高
の
瞬
間
を

味
わ
い
な
が
ら
釣
り
を
し
て

３
年
目
。今
の
と
こ
ろ
満
足

の
い
く
釣
果
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、今
年
こ
そ
は
た
く
さ

ん
釣
り
た
い
と
思
い
ま
す

（
高
柳
電
設
工
業
㈱
・
遠
藤
良

輔
）。
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い
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き
支
部

い
わ
き
支
部

業
界
の
魅
力
を
発
信

若
隆
景
が
優
勝

カ
テ
リ
ー
ナ

新
た
な
趣
味

送
別
会
後
の
地
震

コ
ロ
ナ
に
負
け

な
い
か
ら
だ
に
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